
平成29年度 鬼怒川・渡良瀬川流域
国有林野等所在市町村長有志協議会

平成29年12月15日
日光森林管理署

日光森林管理署の取組

資料１

小田代ヶ原（日光市奥日光）



１ 日光森林管理署の管内概要

注：本資料における国有林面積等は、各流域の最新の「国有林野施業実施計画書」等による。 １

国有林の位置

鬼怒川

渡良瀬川

日光森林管理署は、栃木県内の日光市、宇都宮市、足利市、佐野市、鹿沼市及び益子町の６市町に所在する国
有林８万５千ヘクタールを管理しています。

鬼怒川、渡良瀬川等の上流部の森林で首都圏の水がめとなっていること、奥日光や鬼怒川源流部には優れた自
然景観や希少な動植物等が多いことなどから、水資源のかん養、国土の保全、生物多様性の保全等の公益重視の
管理経営を進めています。

また、森林資源が本格的な利用期（主伐期）を迎え、主伐と再造林を着実に進めていく必要がある中で、林業の成
長産業化に貢献するため、林業の低コスト化の普及・定着、民有林との連携強化等にも力を入れています。

流
域

市町別
区域面積
(ha)

森 林 面 積（単位：面積・ha)

総数
国有林 国有林

民有林
＜林野庁＞ ＜林野庁外＞

① ②=③+④+⑤ ③ ④ ⑤

鬼
怒
川
流
域

日光市 144,987 125,250 80,156 45,094
宇都宮市 41,684 8,175 494 7,681
真岡市 16,721 1,441 1,441
上三川町 5,452 147 147
益子町 8,954 3,932 1,308 2,624
市貝町 6,424 2,387 2,387
芳賀町 7,023 715 715
高根沢町 7,090 465 465
流域計 238,335 142,512 81,958 60,554

渡
良
瀬
川
流
域

足利市 17,776 7,942 236 7,706
栃木市 33,150 8,381 8,381
佐野市 35,604 21,802 1,245 20,557
鹿沼市 49,064 33,580 1,590 31,990
小山市 17,176 551 551
下野市 7,459 300 300
壬生町 6,106 397 397
野木町 3,026 213 213
流域計 169,361 73,166 3,071 70,095
計 407,696 215,678 85,029 0 130,649

各流域の市町村別土地面積及び森林面積



人工林・天然林別の分布

人工林・天然林の面積及び蓄積量

２

２ 国有林の森林資源の現況

管内国有林面積の23％が人工林（カラマツ38％、スギ32％、ヒノキ24％、アカマツ
６％）です。

また、人工林の半数以上（51％）は、10齢級以上の主伐期を迎え、資源を有効活用
するとともに、計画的に再造成することが必要となっています。
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年生）以上の人工
林５１%（9,711ha）
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スギ

ヒノキ

カラマツ

アカマツ

区 分 面 積(ha) 材 積(千m3)

林
地

人工林 １９，１５０ ３，６８２

天然林 ６０，４２５ ８，９１１

無立木地 ８３ ０

計 ７９，６５８ １２，５９３

林地以外 ５，３７１ ２

合計 ８５，０２９ １２，５９５

※ 齢級とは林齢を５年の幅でくくったもので、１齢級は１～５年生を表します。



３ 緑の国土強靱化等に向けた取組

安全で安心できる暮らしを確保するため、治山事業等を積極的に推進しています。

（１）足尾治山事業 ＜よみがえる緑＞

３

旧足尾銅山(日光市足尾町)周辺の国有林は、坑道の材料、従業員の生活用燃料としての森林伐採や度重
なる山火事に加え、亜硫酸ガスを含んだ鉱煙により、日本のグランドキャニオンと呼ばれるほど荒廃していまし
た。 明治30年に荒廃地の緑化が始まり、戦争中に休止となり、昭和22年に再開され、製錬方法の改善により煙
害がなくなった昭和31年から事業が本格化し、昭和40年からは全国に先駆けてヘリコプターも利用した緑化を
進め、これまでに激甚被害地の５割、900ha弱(治山技術や環境学習の場として、当面治山事業を行わない松木
沢観測監視地区(400ｈａ)を除くと約７割）の区域で緑がよみがえっています。昭和22年度から平成29年度までの
事業費合計は118億円ですが、引き続き、治山事業を推進して参ります。

本年５月には、一般社団法人日本森林学会により、足尾銅山周辺の荒廃した森林を長期にわたり治山事業に
より緑に復元したことは、未来にわたって記録・記憶されるべき価値を有するものとして「林業遺産」に認定・登
録されました。

久蔵沢左岸の現在久蔵沢左岸の過去（昭和40年）



平成27年９月に発生した関東・東北豪雨では、当署管内の国有林においても、日光市
内を中心に大きな被害を受け、本格復旧に向けて全力で取り組んでおります。

災害直後 工事完了（平成28年３月）

① 丸山地区治山工事（日光市鬼怒川温泉）

４

（２）関東・東北豪雨災害からの本格復旧

崩壊の拡大防止等のため、鋼製枠土留工２基、
大型カゴ枠土留工１基及び植生マット3633m2を施
工。

豪雨により山腹崩壊が発生し、直下の鬼怒川温
泉ロ－プウェイ温泉山麓駅等に土砂等が流れ込む
災害が発生。



５

② 入山沢地区治山工事（日光市三依）

災害直後 工事完了（平成29年１月）

豪雨により山腹が崩壊し、直
下の家屋に土砂等が流れ込
む災害が発生。

崩壊の拡大防止、下流の家屋等の保全
を図るため、コンクリート土留工2基、簡
易法枠工2417m2等を施工。



④ 逆川林道工事（日光市鬼怒川温泉）

災害直後 工事完了（平成29年３月）

６＊ なお、昨年度ご要望のあった「膳棚林道」(宇都宮市)については、現在復旧工事中です。

擁壁工（延長76m）等を施工。豪雨により林道路肩が崩壊し、通行不能。

崩壊の拡大防止等のため、鋼製枠谷止工２基を施工。豪雨により山腹が崩壊し、下流の道路まで土砂が流出。

③ 砥石の沢治山工事（日光市鬼怒川温泉）

災害直後 工事完了（H29.12)



被害状況

７

八石沢は、上下流において国有林・民有林のそれぞれの治山施設の機能を十分に発揮させ、なおかつ作業路
の共同利用等連携して事業を進めることにより低コスト及び治山施設・森林整備の各事業を効率的に行い、下
流人家等への保全効果、保安林機能の向上を速やかにかつ適切に発揮させるため、国有林と民有林が連携し
て実施しています。
○施工予定期間：平成25年度～平成30年度

実施状況

（３）民有林と連携した治山対（
（３）民有林と連携した治山対策

上粕尾（八石沢）治山工事（鹿沼市上粕尾）：特定流域総合治山対策

平成29年度までに谷止工５基、山腹工0.78haを実施



近年、シカの生息数が増加するとともに生息域が拡大し、植栽したスギやヒノキの

苗木、立木の樹皮等に対する食害が問題となっています。また、クマも生息域を拡

大しており、立木の樹皮が剥がされる被害（クマ剥ぎ）が問題となっています。

当署では、シカの侵入を防止する防護柵の設置、クマ剥ぎ等を防止する剝皮防護

テープ巻等を行っています。

また、依然としてシカの食害が発生していることから、これまでの対策を踏まえた

上で、関係機関との連携・協力して、個体数調整等を推進しています。

（１） 日光地域シカ対策共同体の取組（情報の共有と事業の連携）

（２）有害鳥獣捕獲事業 （個体数調整）

（３）侵入防止・剥皮防止対策 （植生等の保護）

（４）簡易チェックシートによるニホンジカ影響調査（被害箇所の特定）

日光森林管理署の取組

８

４ 獣害対策



本共同体は、日光地域におけるシカの個体数管理を共同して実施することにより、同地
域の自然植生の保全と林業被害の軽減を図ることを目的とする。

技術の共有
諸手続の簡素化
人員補助

奥日光・足尾地区シカ個体数調整等

協力内容
捕獲したシカの回収
狙撃記録
立入禁止誘導員の配置
個体調査分析等

協力内容
捕獲したシカの回収
狙撃記録
立入禁止誘導員の配置
個体調査分析等

平成26年４月１日 各機関で共同体規約を確認（協力体制の確立）

環境省 日光自然環境事務所
栃木県 県西環境森林事務所・林業センター
日光市 産業環境部農林課及び各行政センター

林野庁 日光森林管理署

連携団体

◆日光市内

目的を達成するため、各構成機関の目的を理解し、各構成機関による取組みを自らの取
組みと認識し、意義を理解し協力する。

規約抜粋

対象区域効果

目的

当面の連携事業

９

（１）日光地域シカ対策共同体の取組



日光地域シカ対策共同体では、効率的にシカを捕獲するため、平成26年度から奥日
光において「モバイルカリング」を実施しています。

警察署の許可を受けて、奥日光の日光市道1002号線の弓張峠から千手ヶ浜の4.8km
区間を通行止めとした上で、射手を乗せた車両で走行しながらシカを射撃（モバイルカリ
ング）しています。

本年度は、４月に４日間（６日、７日、13日、14日）、それぞれ午後４時から日没まで実
施し11頭を捕獲しています。なお、平成26年度から平成29年度までに129頭捕獲してい
ます。

１０

モバイルカリング

年 度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

春 期 ３５ ４７ ９ １１

秋 期 １８ ９ － －

計 ５３ ５６ ９ １１

単位：頭

日光市奥日光



（1）請負事業
・平成28年度から請負によるシカの捕獲事業を実施しています。

・平成28年度は、奥日光地区において、くくりわな等によるシカ捕獲を実施し、61頭を
捕獲しています。

・本年度は、足尾地区において、12月からくくりわなによるシカ捕獲を行う予定です。

１１

（２）職員実行
・本年12月から、足尾地区において、職員がくくりわなによるシカ捕獲を実施しています。

＊ なお、県の鳥獣保護管理事業の許可捕獲規程に位置付けられている場合には、研修
を受講した国有林職員が、わなによる捕獲を行うことができます。

（２）有害鳥獣捕獲事業

国有林職員を対象にしたわな研修（栃木県林業センターにおいて） 当署職員によるくくりわなの設置（日光市足尾町）



当署では、シカの食害を防ぐため、植栽等に当たっては、防護柵を設置しています。
また、中・大径木に成長後は、クマやシカによる樹皮剝皮被害を防止するため、立木

に、生分解性の環境に優しい剝皮防止等を巻いています。

（３）侵入防止・剥皮防止対策

シカ、クマによる樹皮の剥皮（日光市足尾町）

防護柵（日光市奥日光） テープ巻き（日光市奥日光） ネット巻き（日光市奥日光）

１２



集計・解析→図示

ニホンジカによる被害について、国有林の被害状況を網羅
的かつ継続的に簡易な方法により把握する。

目的

専門的知識不要
短時間での記入が可能
広域での共通した項目を調査

広範囲で、ニホンジカによる被害発生状況が解る。
立木だけでなく自然植生についても把握できる。
捕獲が植生への影響を解消しているかを検証できる。
様式の統一によりデータの共有化が容易
新しい剥皮発生から最新のニホンジカの動向が把握

できる。

効果

利点

得られた成果は民有林等の関係機関にも配布

共有

（４）簡易チェックシートによるニホンジカ影響調査

１３



５ 林業の低コスト化の取組

森林整備に当たっては、林業の低コスト化に向けた技術を積極的に導入するととも
に、現地検討会の開催等によりその成果を発信し、民有林への普及に取り組んでいま
す。

（１）植栽本数や下刈回数の見直し

・利用期を迎えている我が国の豊富な森林資源を循環利用していくためには、主伐後の着実な
再造林が不可欠ですが、再造林の低コスト化が課題となっています。

・このため、ヘクタール当たりの植栽本数を従来の３千本から原則２千本に減らす低密度植栽
に切り替えています。

・また、重労働である植栽後の下刈作業を画一的に５年間実施するのではなく、植栽木や下草
の状況を勘案して下刈回数の見直しを行っています。

＜下刈の省力化に向けた現地検討会＞
・平成29年７月18日、下刈の省力化（回数の見直し）を進め
ている植栽地（百川国有林（鹿沼市上永野））において、現地
検討会を開催しました。（参加者数：20名）

・県、市、林業事業体など民有林関係者の参加も得て開催し
たもので、下刈の省力化等について活発な意見交換が行わ
れました。 １４

鹿沼市上永野

＊今年度は、当初予定面積105haを72haに削減(削減率31％）。

＊ 今年度は、保安林以外は2000本、保安林指定施業要件箇所は2200本。



（２）一貫作業システムの導入

＜一貫作業システムの現地検討会＞
・平成29年10月５日、一貫作業システムを実施中の男鹿山国
有林（日光市横川）において、現地検討会を開催しました。
（参加者数：64名）

・県、市町村、林業事業体など民有林関係者及び関東局、茨城
署、塩那署の職員も参加して開催したもので、一貫作業システ
ムについて活発な意見交換が行われました。 １５

・植栽は、伐採の翌年に行うことが一般的ですが、その間に下草等が茂ること、高性能林業
機械の再搬送には多大な経費がかかることから植栽の準備作業（地拵）や植栽箇所内での
苗木運搬は人力で行うことが多いことなどから多大な時間と労力を要しています。

・このため、伐採等に使用した高性能林業機械で末木枝条等を除去して地拵を行ったり、伐
採木の搬出に使用した機械でシカ防護柵資材や苗木を運搬するなど、伐採から植栽までの
作業を一連の工程として行う「一貫作業システム」を導入し、再造林の低コスト化、省力・効
率化に取り組んでいます。

日光市横川

伐 採 地 拵 シカ柵設置 植付（コンテナ苗

伐採から地拵・植付・シカ柵設置までを一括発注しコストの低減を図る

＊ 今年度は、日光市横川の国有林で１箇所 面積4.35haを実施。



（４）伐採・搬出の生産性向上

＜生産性向上の現地検討会＞
・平成29年10月27日、伐採・搬出作業中の塩沢国

有林（鹿沼市中粕尾）において、現地検討会を開催
しました。（参加者数：25名）

・県、市町村、林業事業体など民有林関係者及び
関東局の職員も参加して開催したもので、生産性向
上を図るための取組について活発な意見交換が行
われました。 １６

・林業の成長産業化を図っていく上で、伐採・搬出における生産性の向上が課題であることか
ら、伐採・搬出に係る請負事業体による、「Ｐ（計画）：作業時の目標設定等」、「Ｄ（実行）：伐倒・
搬出作業、」、「Ｃ（評価）：日報、実績等による評価）」、「Ａ（改善）：まとめ、改善」のＰＤＣＡサイ
クルの活用を推進しています。

・伐採時にかかり木の発生が少なく労働安全の確
保が図られること、伐採・搬出が容易で生産性が高
く、間伐コストの低減が図られること、残存木への
損傷が少ないことなどから、列状間伐（２列伐採、４
列残しなど）を推進しています。

（３）列状間伐の推進

日光市小倉山

鹿沼市中粕尾

＊ 今年度の間伐面積116haのうち、列状間伐は86ha（74％）で
す（来年度は、列状間伐が100％の予定）。



６ 民有林・国有林が連携した取組の推進

森林管理署の森林総合監理士等が主体となって、栃木県の森林総合監理士等と連携し、市町村森林

整備計画の実行監理への支援、林業の低コスト化に向けた知識・技術の普及等に取り組んでいます。

（１）民有林行政への支援

１７

（２）民国連携推進地区における取組（鹿沼市）

取 組 期 間

地 域 課 題

主な取組内容

平成28年度～平成33年度

効率的な作業システムの普及・定着

地域課題の解決に向け、市町村森林整備計画作成に当たって助言するとともに、効

率的な作業システムの普及・定着を図るために、列状間伐、森林作業道、一貫作業シス
テム、生産性向上、下刈省力化等に係る現地検討会等を開催しています。

設 定 地 区 鹿沼市

鹿沼市役所にて打合せ 林業事業体からのヒアリング 列状間伐・森林作業道に係る現地検討会



国有林内に隣接・介在する民有林で、集約化が進まないことにより整備が困難となっ
ている人工林については、民有林の所有者と「公益的機能維持増進協定」を締結し、国
有林が間伐等の施業を行う際に、民有林の間伐等を一体的に行う取組を進めています。

実施箇所（日光市高徳地区）の林況

平成29年３月末現在、全国の国有林で締結されて
いる14件の協定のうち、全国の森林管理署で最多
の３件の協定を締結し、地域の森林整備に貢献し
ています。

間伐前

間伐後

１８

国有林内に孤立する民有林

民有林と国有林を一体的に整備

（３）公益的機能維持増進協定



平成29年３月末現在

協定名 所在地
協定締結
年 月 日

協定
有効期間

民有林
面 積
（ha）

協定相手方
事業
内容

日光市藤原地域
公益的機能維持増進協定

日光市
藤原

H26.3.14
自 H26.4.  1
至 H27.3.31

1.81 日光市長 間伐

日光市高徳地域
公益的機能維持増進協定

日光市
光徳

H28.2.9
自 H28.4.  1
至 H30.3.31

0.52
個人所有者

1名
間伐

日光市タテ原地域
公益的機能維持増進協定

日光市
タテ原

H29.3.29
自 H29.4.  1
至 H36.3.31

0.79
個人所有者

2名
間伐

【栃木県内の公益的機能維持増進協定】

森林所有者への説明

協定締結までの流れ

所有者へ制度の説明
（日光市高徳）

民有林の森林調査
（周囲測量・立木調査）

所有者の了解を得て間伐木
を調査 （日光市高徳）

協定の締結現地調査の
内容、国有
林の森林整
備計画など
を所有者へ
説明

所有者の了
解の確認

日光市高徳地域との協定

１９



市 町 素材生産 (m3) うちシステム販売量(m3)

日光市 ９，２６０ ７，２７０

鹿沼市 ５，５４０ ３，１００

計 １４，８００ １０，３７０

８ 平成29年度 主要事業量（年度当初）

（１）木材生産予定量

（２）保育・林道・治山予定事業量

市 町
保育事業量 （ha）

林業専
用道 （ｍ）

治山事業
新植 下刈 つる切 除伐 保育間伐

日光市 ２２ ３５ ３３ １６８ ７００
山腹工：1.18ha
谷止工５基

宇都宮市 ２００

鹿沼市 ８ ３０ ４ ３５ 山腹工：0.16ha

佐野市 ４ １９

益子町 ７ １５

計 ３４ ７２ １５ ５６ ２０３ ９００

２０



（４）獣害（シカ・クマ）対策

（３）列状間伐予定面積

市 町 予定面積 (ha)

日光市 ５１

鹿沼市 ３５

計 ８６

市 町
シカ柵設置 (ha)
（柵修繕含む）

剥皮防止対策 (ha)
リンロンテープ外

日光市 ８１ ８２２

鹿沼市 ６１ ４５

佐野市 ２７ １５

計 １６８ ８８２

（５）有害鳥獣捕獲事業（個体数調整）

市 町 実施予定面積 (ha)

日光市 ２，０７４
２１


